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第２回
会議

令和５年度

　
第
２
回
会
議
は
６
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
い
た
。

　

北
口
俊
朗
町
長
初
め
て
の
議
会
、
初
日
に
行
わ
れ
た
所
信
表
明
で
、
町
長

は
、
「
５
の
重
点
項
目
の
実
現
に
取
り
組
む
た
め
国
・
県
を
含
め
た
様
々
な
機

関
や
団
体
と
共
有
し
、
連
携
し
な
が
ら
町
民
の
生
活
に
よ
り
添
っ
た
対
応
を
し

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
を
含
む
議
案

10
件
、
報
告
11
件
、
諮
問
２
件
、
同
意
４
件
を
全
会
一
致
で
可
決
。
選
挙
管
理

委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
委
員
長
に
溝
口
峰
男
議

員
、
副
委
員
長
に
岩
本
恭
典
議
員
が
就
任
し
た
。

５
つ
の
重
点
項
目
の
実
現（
要
約
）

１ 

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

　

 

の
軽
減

①
小
中
学
校
の
給
食
費
と
保
育
料

　
の
無
償
化

②
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
負
担

　
を
な
く
す

③
学
ぶ
環
境
や
費
用
面
の
援
助

　
情
報
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

２ 

高
齢
者
が
元
気
に
な
る
町

　

 

づ
く
り

　
①
高
齢
者
等
へ
の
交
通
手
段
支

　
　
援
策
の
見
直
し

②
買
い
物
、
配
食
、
見
守
り
等

　

の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
向

　
上
を
図
る

３ 

安
心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と

　

 

が
で
き
る
町
づ
く
り

①
災
害
に
強
い
上
水
道
の
整
備

　

や
生
活
基
盤
や
地
域
防
災
力

　
の
向
上
を
図
る

②
地
域
医
療
の
確
保
の
た
め
、
公

　

立
多
良
木
病
院
の
健
全
運
営

　
を
支
援

③
球
磨
人
吉
管
内
の
消
防
組
合

　

の
着
実
な
広
域
化
を
推
進
し

　
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る

４ 

地
域
の
産
業
が
元
気
に
な
る

　

 

町
づ
く
り

①
物
価
高
騰
な
ど
に
迅
速
に
対

　

応
し
農
林
商
工
業
の
担
い
手

　

や
従
事
者
の
確
保
に
よ
っ
て

　

地
域
産
業
の
維
持
継
続
が
で

　
き
る
環
境
を
守
る

②
担
い
手
、
新
規
就
農
者
、
起

　

業
者
へ
の
支
援
、
農
業
支
援

　
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
等
を
実
施

③
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
に
対

　
応
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
環
境
の
改
善
充
実
を
図
り

　
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

　
進
す
る

５ 

未
来
に
つ
な
が
る
健
全
な

　

 

財
政
運
営

①
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
考
え
を
導
入

　

し
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

　

図
る
こ
と
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

　
の
充
実
に
繋
げ
て
い
く

②
持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ

　

Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
も
、
社
会
課

　

題
の
解
決
に
貢
献
す
べ
く

　

行
財
政
運
営
や
住
民
生
活
に

　
取
り
込
ん
で
い
く

③
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

　
つ
い
て
は
「
脱
炭
素
先
行
地

　

域
」
と
し
て
、
実
行
計
画
の

　

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

　
着
実
に
進
め
て
い
く

◎
こ
れ
ま
で
の
良
い
も
の
は
継
承

　
し
変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
は
改
善

　
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
皆
様
の
共
感
を
頂
か
な
い
と

　
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
皆
様
と
の

　
信
頼
関
係
は
不
可
欠
で
あ
り
最

　
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
皆
様
の
声
に
真
摯
に
向
き
合

　
い
心
が
通
じ
合
う
行
政
運
営
を

　
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

北
口 
俊
朗 

町
長
の
所
信
表
明
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一般会計補正予算（第２号）第2回会議

歳入歳出それぞれ 6億 1,989 万６千円を追加し

総額130億129万7千円
補正予算の主な事業
　総務課
　　・消防団活動服更新（肉付け）	 １８，６0０千円
　企画政策課
　　・生活応援券（商品券）交付事業	 ７８，２４９千円
　　・テレワーク拠点整備事業	 １７，２０６千円
　財政課　
　　・旧上庁舎解体事業（肉付け）	 １１４，４００千円
　町民課
　　・ゴミ袋物価高騰分経費助成	 １，０５１千円
　生活福祉課
　　・価格高騰に伴う低所得世帯支援	 ５７，２１７千円
　　・低所得の子育て世帯支援	 １０，６２２千円
　　・子育て家庭支援	 ６，８３６千円
　健康推進課
　　・不妊治療費助成事業	 １，４００千円
　農林振興課
　　・林業施設災害復旧事業	 １４２，６０１千円
　商工観光課
　　・あさぎり駅前周辺整備調査（肉付け）	

１４，３６３千円
　建設課
　　・通学路整備事業	 ７，２００千円
　　・町道維持補修事業	 １６，２００千円
　　・河川改修事業	 ２７，０００千円
　　・町営住宅下道団地改修設計	 ４，５００千円
　教育課
　　・文化財保護事業	 １，５０３千円
　　・小中学校防犯用備品購入事業	 １，６３５千円
　　・スクールバス更新事業	 １０，０００千円

第１回会議（5 月 25 日開会）
　德永正道議員から私事都合により議員辞職の願いが提出された。
　あさぎり町議会は通年議会のため本会議での許可が必要となり、全会一致で議員辞職が
許可された。

テレワーク拠点施設

解体される上庁舎　記念撮影会職員ＯＢ他

町営住宅下道団地

現在運行しているスクールバス

可決可決
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岡
留
公
園
の
大
型
遊
具
の

撤
去
の
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
危
険
防
止
の
た
め
撤
去
す

る
が
、
再
設
置
す
る
か
は
未

定
で
あ
り
、
そ
こ
の
所
は
協
議
し
て

い
き
た
い
。

　
台
風
で
被
災
し
た
狩
所
の

天
然
記
念
物
ベ
ニ
タ
ブ
の

不
用
枝
の
撤
去
・
剪
定
は
歩
道
や
墓

地
・
電
線
の
部
分
が
あ
る
。
電
力
会

社
の
協
力
も
必
要
と
思
う
が
協
議
は

し
て
い
る
の
か
。

　
電
線
・
道
路
敷
部
分
等
に

つ
い
て
は
関
係
課
と
協
議
し

な
が
ら
危
険
な
部
分
は
取
り
除
き

た
い
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新

で
、
同
タ
イ
プ
が
１
台
使
用

さ
れ
て
い
る
が
、
更
新
の
判
断
は
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
以
外
に
１

台
町
が
所
有
し
て
い
る
。
経

過
年
数
、
安
全
確
保
の
た
め
に
も
今

後
更
新
等
を
行
っ
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

文
化
ホ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
文
化
ホ
ー
ル
の
使
用
を
待
ち

望
ん
で
お
ら
れ
る
方
が
い
る
が
、
今

後
の
予
定
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
9
月
以
降
に
秋
開
始
を
計

画
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
文
化
ホ
ー
ル
を
使
用
さ
れ
る
よ

う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
組
め
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

小
中
学
校
の
防
犯
対
策

で
、
今
回
の
用
品
以
外
に
防

犯
カ
メ
ラ
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
備
は

で
き
な
い
か
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
学
校
の
改

修
に
合
わ
せ
設
置
を
す
る
予

定
で
あ
る
。
防
犯
ブ
ザ
ー
も
防
犯
対

策
に
有
効
か
と
思
わ
れ
る
の
で
充
実

さ
せ
て
い
く
。

　
あ
さ
ぎ
り
商
社
が
、
数
年

に
わ
た
り
多
額
の
法
人
所
得

税
を
納
め
て
い
る
。
ゴ
ミ
袋
の
販
売

や
ふ
る
さ
と
納
税
の
手
数
料
で
黒
字

が
出
た
か
ら
と
の
こ
と
だ
が
、
代
表

監
査
員
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
経
営
状
態
を
分
析
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
あ
さ
ぎ
り
商
社
に
代
わ
っ

て
も
業
務
内
容
は
、
ふ
る
さ

と
振
興
社
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
経

営
改
善
に
力
を
い
れ
業
務
内
容
等
も

検
討
し
て
い
く
。

　
才
園
古
墳
は
古
墳
時
代
に

建
設
さ
れ
た
。
鎏
金
獣
帯
鏡

を
は
じ
め
数
多
く
の
収
蔵
品
が
出
土

し
て
い
る
。
す
べ
て
が
一
級
品
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
物
を
持
つ
人
が
住

ん
で
い
た
所
で
あ
る
が
ゆ
え
に
地
域

の
方
た
ち
の
生
活
に
影
響
が
出
て
い

る
。
家
の
新
築
も
ま
ま
な
ら
ず
、
道

路
の
整
備
も
で
き
な
い
。
才
園
地
区

周
辺
整
備
に
取
り
組
む
考
え
は
な

い
か
。　

国
、
県
、
文
化
財
保
護
委

員
を
入
れ
て
慎
重
に
協
議

を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
今
回
の
調
査
の
状
況
を
見
て
判

断
し
て
い
き
た
い
。

審議内容の抜粋

Ａ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

Ｑ

ＱＡＱ

Ａ

才園古墳（永才区）

コロナワクチン接種の様子

岡留公園大型遊具(使用禁止)

ＱＡ

補正予算
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条例の制定・改正する条例
議案第１号　あさぎり中学校部活動地域移行検討協議会設置条例の制定について
　あさぎり中学校部活動の段階的な地域移行について円滑な運営及び成果の
確保を図るため

議案第２号　あさぎり町旧役場庁舎条例の一部を改正する条例の制定について
　旧上庁舎を廃止するため本条例の一部を改正する必要があるため

議案第３号　あさぎり町重度心身障がい者医療費の助成に関する条例の一部を
　　　　　　改正する条例の制定について
　熊本重度心身障がい者医療費助成事業費補助金交付要領の一部改正に伴い
本条例の一部を改正する必要があるため

議案第４号　あさぎり町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
　　　　　　定める条例の一部を改正する条例の制定について
　令和５年４月 12 日付け　こ成環第５号こども家庭庁成育局長通知により
本条例の一部を改正する必要があるため

議案第５号　あさぎり町畜産センター条例の一部を改正する条例の制定について
　岡原畜産センターを廃止するため本条例の一部を改正する必要があるため

議案第６号　あさぎり町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について
　民法の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する必要があるため

議案第７号　あさぎり町農村女性の家条例を廃止する条例の制定について
　農村女性の家を廃止するため、本条例を廃止する必要があるため

可決可決

解体される岡原畜産センター 引き続き弓道場として使用される
畜産センターの事務所

解体される農村女性の家
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款 項 事　業　名 金　　額 翌　年　度
繰　越　額

左の財源内訳
特定財源

一般財源既収入
特定財源

未収入特定財源
国県支出金 地方債 その他

総 務 費 総務管理費

旧庁舎等除却事業 143,435 90,035 4,500 85,500 35
旧上庁舎内サーバー
機器等移設事業 22,490 22,490 22,490

テレワーク拠点
整備事業 61,719 42,019 28,629 13,162 228

農 林
水産業費

農業費
肥料価格高騰対策
支援事業 12,000 11,411 4,000 7,411

団体営農業農村
整備事業 20,117 20,117 12,055 8,062

林業費 公有林整備事業 79,141 32,550 18,689 13,861

土 木 費

道路
橋りょう費

町道維持補修事業 69,000 52,300 19,607 25,700 6,993

道路改良事業 25,000 18,190 15,700 2,490

歩道整備事業 92,000 91,733 41,507 47,500 2,726

河川費
河川改修事業 43,000 43,000 43,000

河川浚渫事業 16,000 14,700 14,700

災 害
復 旧 費

農林水産施設
災害復旧費

農地等災害復旧事業 11,800 11,800 7,367 4,433

林道災害復旧事業 109,232 109,232 80,312 3,100 25,820
公共土木施設
災害復旧費

公共土木施設
災害復旧事業 57,900 52,300 22,651 10,500 19,149

その他公共
施設・
公用施設災
害復旧費

その他公共施設・
公用施設災害復旧
事業

38,627 38,627 38,600 27

合　　　計 801,461 650,504 37,129 215,350 284,300 113,725

令和４年度 繰越明許費繰越計算書 ※ 26項目のうち 15項目
１千万円以上を抜粋　　（単位：千円）

令和４年度 継続費繰越計算書 （単位：千円）

款 項 事　業　名 継続費の総額

令和４年度
継続費予算

現額
支出済額

及び
支出見込額

残　額 翌年度
逓次繰越額

左の財源内訳

繰越金
特定財源

予算計上額 地方債 その他

総 務 費 総務
管理費

第二庁舎
建設事業 1,284,115 511,235 495,400 15,835 15,835 10,535 5,300

教 育 費 中学校費 あさぎり中学校
長寿化改修事業 1,007,920 464,460 406,650 57,810 57,810 53,710 4,100

合　　　計 2,292,035 975,695 902,050 73,645 73,645 64,245 9,400

　建設事業などその完成までに数年度を要する比較的大きな事業を実施する場合、その経
費の総額及び年割額を定め、数年度にわたって経費の支出ができる予算の定めをいう。

※繰越明許費とは？

※継続費とは？

　毎年度の予算に事業を完了を予定し、予算化しているにもかかわらず、特別の事情によっ
て工事等が遅れ、年度内に完了することがどうしてもできない場合がある。
　会計年度独立の原則の例外として、予算で定めて翌年度に繰り越して経費の支出が出来
るものとしている。
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代
表
監
査
委
員

　
　
　
　
　
尾
方　
正
志 

氏　
多
良
木
町　
新
任

　
　
　
　
　
尾
方
正
志
税
理
士
事
務
所
（
人
吉
市
）

　
　
　
　
　
任
期 

令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
６
月
30
日

教
育
委
員

　
　
　
　
　
恒
松　
倉
基 
氏　
須
恵　
　
　
新
任

　
　
　
　
　
任
期 

令
和
５
年
6
月
26
日
か
ら
令
和
９
年
6
月
25
日

　
　
　
　
　
中
村　
麻
有 

氏　
上　
　
　
　
再
任

　
　
　
　
　
任
期 

令
和
５
年
８
月
９
日
か
ら
令
和
９
年
８
月
８
日

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
恒
松　
智
恵
子 

氏　
岡
原　
　

再
任

　
　
　
　
　
山
下　
久
美
子 

氏　
免
田　
　

再
任

※
法
務
大
臣
の
委
嘱
で
任
期
は
３
年
。
法
律
に
基
づ
い
て
人
権
相
談
を
受
け
た
り

　
人
権
の
考
え
を
広
め
る
活
動
を
す
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

人事案件すべてに同意

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　
西　
武
利 

氏　
免
田
（
二
子
）　

 

新
任

　
　
甲
斐　
志
津
香 

氏　
上
（
石
坂
）
新
任

　
　
岡
部　
和
平 

氏　
岡
原
（
桧
山
） 

再
任

　
　
福
永　
喜
一 

氏　
深
田
（
下
里
） 

再
任

選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員　

　
　
順
位
１　

甲
斐　
龍
馬 

氏　
深
田
（
植
の
里
）
再
任

　
　
順
位
２　

木
下　
伝 

氏　
上
（
神
殿
原
）　
　
新
任

　
　
順
位
３　

城
本　
龍
一 

氏　
岡
原
（
福
留
）　
再
任

　
　
順
位
４　

恒
松　
秀
行 

氏　
須
恵
（
屯
所
）　
再
任

※
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
任
期
は
４
年
。
任
期
の
間
欠
員
が
生
じ
た

　
場
合
は
、
補
充
員
の
順
位
１
か
ら
繰
り
上
げ
委
員
と
な
る
。

固
定
資
産
評
価
委
員

　
　
髙
田　
真
之 

氏　
税
務
課
長

※
あ
さ
ぎ
り
町
固
定
資
産
評
価
員
規
則
で
税
務
課
長
を
も
っ
て
こ
れ
に

　
充
て
る
。
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デ
ジ
タ
ル
庁
に
よ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
申
請
は
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
施
に
よ

り
全
国
的
に
取
得
率
が
高

ま
っ
た
が
、
７
，
３
０
０

件
に
及
ぶ
個
人
情
報
漏
洩
な

ど
様
々
な
問
題
点
が
多
く
浮

か
び
上
が
り
連
日
、
マ
ス
コ

ミ
報
道
が
続
い
て
い
る
。
町

の
取
得
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
電
子
証
明
書

の
有
効
期
限
は
。

　
４
月
末
現
在
で
71
・
８
％
。

取
得
率
が
最
も
高
い
世
代
は
70

歳
代
で
81
％
で
あ
る
。

　
総
務
省
令
に
お
い
て
18
歳

以
上
は
10
年
、
18
歳
未
満
は

５
年
と
規
定
さ
れ
て
お
り

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は

５
年
。　

医
療
機
関
等
の
マ

イ
ナ
保
険
証
利
用
シ

ス
テ
ム
導
入
が
義
務
化
さ
れ

た
が
、
人
吉
球
磨
管
内
で
の

利
用
状
況
と
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
後
の
ト
ラ
ブ
ル
は
。

　

５
月
21
日
現
在
で
導
入

し
た
医
療
機
関
は
83
ヶ

所
、
薬
局
は
55
ヶ
所
で
あ

る
。
苦
情
や
相
談
は
確
認

し
て
い
な
い
。

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
取

得
は
任
意
で
あ
り

生
活
に
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト

よ
り
も
危
険
性
に
対
す
る
不

安
の
方
が
大
き
い
。
す
で
に

取
得
し
た
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

を
返
納
す
る
際
の
手
続
き

や
現
在
の
保
険
証
が
廃
止
さ

れ
た
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
い
な
い
方
に
は
１
年
間
有

効
の
資
格
確
認
証
を
発
行
し

て
保
険
証
と
同
様
の
し
く
み

を
提
供
す
る
。
国
外
転
出
時

に
は
返
納
が
必
要
に
な
る

が
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
に
も
極
力
保

持
し
て
頂
き
た
い
。

　

学
校
給
食
の
無
償

化
を
し
て
も
使
用
食

材
の
品
質
維
持
管
理
は
で
き

る
の
か
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
物
資
の

納
入
基
準
を
定
め
て
お
り

今
後
も
安
心
安
全
な
給
食
を

提
供
す
る
。

　

数
年
前
の
全
世
帯

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
子

ど
も
の
い
る
家
庭
の
約
６
割

が
医
療
費
は
償
還
払
い
で
良

い
と
い
う
結
果
が
出
た
が

ネ
ッ
ト
申
請
シ
ス
テ
ム
の
活

用
状
況
は
。

　
医
療
費
助
成
の
ネ
ッ
ト
申

請
は
30
％
程
度
で
あ
り
普
及

し
て
い
な
い
。
申
請
不
備
の

た
め
電
話
確
認
な
ど
の
業
務

が
多
発
し
て
い
る
。

　

県
は
市
町
村
の
医

療
費
助
成
事
業
に

５
億
７
，
５
０
０
万
円
を
予

算
計
上
し
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ

受
診
が
増
加
し
な
い
よ
う

医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る

知
識
や
知
恵
を
子
育
て
世
代

に
伝
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
地
域
医
療
確
保
の
た
め

に
、
構
成
４
カ
町
村
で
国
か

ら
の
交
付
金
を
公
立
多
良
木

病
院
へ
繰
り
出
し
て
い
る
が

病
院
と
町
の
会
議
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
財
政
課
と
健
康
づ
く
り
所

管
課
で
年
に
１
回
、
現
年
度

の
実
績
や
交
付
税
の
負
担
金

見
込
額
、
翌
年
度
の
要
望
額

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

協
議
し
て
い
る
。

　

財
政
面
で
の
支
援

と
併
せ
て
、
町
の
担

当
職
員
と
病
院
職
員
間
で
の

人
事
交
流
を
活
発
に
行
う
こ

と
も
大
き
な
支
援
の
一
つ
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

人
事
交
流
に
つ
い
て
は

関
係
町
村
長
と
協
議
し
て
進

め
て
い
く
。
時
代
の
流
れ
を

早
く
つ
か
み
地
域
医
療
、
僻

地
医
療
確
立
の
た
め
に
先
手

を
打
っ
て
い
く
。

議員が町の執行部に対してさまざまな角度から町政について質問します。
※一般質問の文章については、質問者の責任に置いてそのまま記載とします。

問

一般質問 ７人が登壇

難
な ん ば

波　文
あ や み

美 議員

課題山積の
マイナンバーカードの現状は

問

問

問

問 問

問

町

長

教
育
課
長

所
信
表
明
の
子
育
て
世
代

へ
の
取
り
組
み
と
公
立
病

院
の
経
営
支
援
に
つ
い
て

生
活
福
祉
課
長

健
康
推
進
課
長

町

長

ポイント付与で取得が増えたマイナンバーカード

おもて面 うら面

デ
ジ
タ
ル
政
策
審
議
監

デ
ジ
タ
ル
政
策
審
議
監

町
民
課
長
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一般質問 ７人が登壇

　

中
学
校
の
給
食
費

と
保
育
料
の
無
償

化
、
ま
た
子
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
を
改
善
し
窓
口
負
担

を
な
く
す
と
あ
る
が
、
全
て

同
時
に
取
り
組
む
の
か
。

　
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

は
一
斉
に
取
り
組
む
こ
と
は

非
常
に
財
源
的
に
も
無
理
が

あ
り
、
国
の
少
子
化
対
策
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
段
階
的

に
実
施
し
て
い
き
た
い
。
７

月
ま
で
に
普
通
交
付
税
、
繰

越
金
が
確
定
す
る
の
で
、
一

般
財
源
の
動
向
を
踏
ま
え
予

算
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

運
転
免
許
証
返
納

者
へ
の
交
通
手
段
策

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
改
善

の
考
え
は
。
ま
た
、
今
の
交

通
支
援
の
問
題
点
は
。

　
運
転
免
許
証
返
納
者
に
対

し
て
、
何
の
支
援
策
も
な
い

状
況
。
デ
マ
ン
ド
交
通
を
整

備
し
た
目
的
に
は
返
納
者
へ

の
対
策
も
含
ま
れ
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
現
状
等
を

見
な
が
ら
、
改
善
す
べ
き
と

こ
ろ
は
変
え
て
い
き
た
い
。

　

生
活
基
盤
や
地
域

の
防
災
力
の
向
上
を

図
る
と
あ
る
が
上
下
水
道
の

整
備
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
上
水
道
の
整
備
は
、
令
和

２
年
７
月
豪
雨
の
被
災
を
受

け
、
現
在
は
須
恵
地
区
を
進

め
今
後
、
岡
原
地
区
の
整
備

計
画
を
進
め
て
い
く
と
い
う

段
階
。
生
活
基
盤
の
整
備
に

つ
い
て
は
優
先
的
に
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
る
と
あ
る
が
、
具

体
的
な
取
組
の
考
え
は
。

　
支
え
合
い
マ
ッ
プ
、
防
災

に
対
す
る
意
識
、
知
識
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

地
域
社
会
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
推
進
す
る

こ
と
で
、
地
域
課
題
の
解
決

を
目
指
す
と
あ
る
が
、
今
の

現
状
を
ど
う
考
え
、
何
に
取

り
組
む
の
か
。

　
町
の
一
番
の
課
題
は
、
人

口
減
少
だ
。
人
口
減
少
の
緩

和
を
図
る
た
め
、
現
在
、
テ

レ
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
整

備
を
進
め
、
外
部
人
材
の
流

入
を
図
り
、
地
元
の
企
業
と

外
部
と
の
交
流
を
広
げ
て
い

き
た
い
。

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
考
え

を
導
入
し
、
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
図
る
こ
と
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ

な
げ
る
と
あ
る
が
、
具
体
的

に
何
を
す
る
の
か
。

　
現
在
、
行
政
手
続
の
電
子

化
を
進
め
、
子
育
て
介
護
関

連
の
一
部
手
続
に
つ
い
て

は
、
国
か
ら
の
補
助
も
受
け

な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
、
対
応

可
能
な
環
境
を
構
築
し
て
い

る
。
今
年
度
、
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

を
活
用
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
申
請
書

自
動
印
字
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
、
書
か
な
い
窓
口
の
実
現

を
図
る
。

　

現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
公
共
施
設
の
取

壊
し
の
中
で
、
跡
地
の
有
効

活
用
、
人
口
減
少
の
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
住
宅
地
の
提
供
を

提
案
し
た
い
。
維
持
管
理
費
が

必
要
の
な
い
、
住
宅
用
地
と
し

て
提
供
で
き
な
い
か
。

　
一
つ
の
提
案
と
し
て
承
り

た
い
。　

人
口
減
少
は
い
か

に
食
い
止
め
る
か
が

問
題
。
将
来
に
わ
た
っ
て
住

民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

支
援
策
を
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
。
議
会
と
一
緒
に
町
の

将
来
を
考
え
、
本
音
で
議
論

し
て
い
き
た
い
が
。

　

議
会
と
一
緒
に
な
っ
て

重
点
項
目
を
進
め
て
い
き

た
い
。

橋
は し も と

本　誠
まこと

 議員

所信表明の具体的施策は

問町

長
問

問町

長
問

問

問町

長

町

長

町

長

町

長

町

長
問

問町

長

須恵送水ポンプ場の建設状況
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植
栽
を
継
続
す
る
の
か
。

　

「
セ
ン
ダ
ン
」
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
㈱
ツ
ム
ラ
の

「
ブ
ド
ウ
山
椒
」
が
有
望
な

の
で
、
地
元
で
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
少
子
化
対
策
の
課
題

は
、
出
会
い
の
場
を
求

め
て
い
る
人
に
、
そ
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
が
一
番
大
事

で
あ
る
。
出
会
い
の
場
の
創

造
共
同
事
業
の
実
施
と
、
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
も
新
た

に
実
施
で
き
な
い
か
。

　

結
婚
新
生
活
支
援
対
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
始
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

結
婚
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
費

補
助
金
を
活
用
し
て
、
各
種

団
体
が
出
会
い
の
場
の
提
供

や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
が
で

き
る
よ
う
に
、
今
後
周
知
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
方
々
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
今
後
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
住
民
協
働
に
よ
る
資

材
支
給
が
１
３
０
万

円
と
上
限
が
決
ま
っ
て
い
る

が
、
今
日
の
物
価
高
騰
に
よ

り
資
材
や
機
材
等
も
値
上
が

り
し
て
い
る
。
上
限
の
見
直

し
も
含
め
柔
軟
な
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

住
民
協
働
事
業
は
、
自
助

共
助
で
地
域
づ
く
り
を
行
う

事
で
、
住
民
自
治
の
意
識
が

高
ま
り
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
。
担
当
課
、
関
係
課

と
協
議
し
た
い
。

　

必
要
に
応
じ
て
判
断
し
て

い
き
た
い
。

　
３
年
前
か
ら
す
る
と

物
価
も
高
騰
し
地
元
の

１
割
負
担
で
も
事
業
費
が

増
え
た
分
、
区
民
の
負
担
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た

公
民
分
館
と
消
防
詰
所
（
公

共
施
設
）
を
併
設
し
た
場
合

の
負
担
割
合
、
そ
し
て
、
補

助
金
の
上
限
の
見
直
し
、
皆

越
地
区
の
公
民
分
館
に
つ
い

て
も
早
急
に
基
本
方
針
を
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

一
時
避
難
所
の
機
能
も
合

わ
せ
外
観
に
と
ら
わ
れ
ず
自

然
災
害
に
強
い
プ
レ
ハ
ブ
で

建
て
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

の
で
、
機
能
の
高
い
公
民
分

館
づ
く
り
が
大
事
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

引
き
伸
ば
す
結
果
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
関
係
課

と
協
議
を
進
め
て
い
い
方
向

性
が
見
い
だ
さ
れ
れ
ば
と
思

う
。
皆
越
地
区
の
公
民
分
館
的

な
役
割
は
、
旧
分
校
を
改
築
す

る
の
が
最
善
か
と
思
う
。

　

荒
廃
農
地
の
活
用

は
、
「
セ
ン
ダ
ン
」
の

　

公
民
分
館
建
設
は

前
町
長
か
ら
「
行
政
区

の
統
合
を
前
提
と
す
る
」
と

の
方
針
が
示
さ
れ
建
設
要
望

か
ら
３
年
以
上
も
待
た
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
継
続
す
る

の
か
。

　

統
合
を
し
て
も
い
い
と
い

う
行
政
区
に
つ
い
て
は
、
継

続
を
し
て
い
き
た
い
が
、
行

政
区
統
合
と
防
災
的
な
機
能

等
、
そ
う
い
っ
た
部
分
を
切

り
離
し
て
、
公
民
分
館
建
設

は
考
え
た
ほ
う
が
先
延
ば
し

し
な
く
て
解
決
す
る
の
で
は

と
感
じ
て
い
る
。

　
今
の
制
度
（
規
則
）

に
あ
る
事
業
費
の
９
割

補
助
は
継
続
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
両
方
立
て
で
進
め
る

こ
と
で
い
い
の
か
。

　

補
助
率
の
９
割
補
助
は
継

続
す
る
が
、
統
合
し
た
地
区

に
対
す
る
10
割
補
助
に
つ
い

て
は
、
議
会
で
も
議
論
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
今
後
、
議

会
で
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

問

溝
み ぞ ぐ ち

口　峰
み ね お

男 議員

公民分館建設は
「行政区の統合を前提とする」のか

農
林
振
興
課
長

問

問

町

長
問町

長

教
育
長

町

長
問

問町

長

商
工
観
光
課
長

町

長

建
設
課
長

ブドウ山椒(定植4年目から実の収穫)
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を
感
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う
が
。

　

私
も
南
稜
高
校
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
包
括
協
定
を

結
ん
だ
時
か
ら
強
く
感
じ
て

お
り
、
今
新
し
い
試
み
と
し

て
、
健
幸
教
室
の
指
導
者
側

に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

南
稜
高
校
の
体
育
コ
ー
ス
の

生
徒
に
参
加
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
計
画
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
将
来
に
つ
な

が
る
よ
う
な
、
将
来
の
道
が

見
つ
か
る
よ
う
な
、
町
と
し

て
の
連
携
も
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
を

利
用
す
る
歩
行
等
が

困
難
な
高
齢
者
を
カ
バ
ー
す

る
対
策
は
。

　

介
助
が
必
要
な
方
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
介
助
者
を
同

乗
さ
せ
て
頂
く
事
を
お
願
い

し
て
い
る
。
家
族
が
町
外
に

い
る
場
合
、
登
録
を
し
た
町

外
の
家
族
の
方
が
、
デ
マ
ン

ド
交
通
を
利
用
で
き
る
よ
う

改
正
を
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
で
周
知
を
し
て
い
る
。

　
介
助
す
る
方
が
い
な

い
場
合
、
例
え
ば
押
し

車
が
必
要
な
人
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
か
ち
ゃ
あ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
来
て
も
ら
っ

て
、
そ
の
場
で
降
ろ
し
て
も
ら

う
事
も
で
き
る
と
聞
い
た
が
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
住
民
参

加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
か
ち
ゃ
あ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
活
躍
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
と
か

ち
ゃ
あ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
併

用
し
た
活
用
例
と
い
う
こ
と

で
、
買
物
す
る
店
舗
ま
で
の

移
動
は
デ
マ
ン
ド
交
通
を
利

用
し
、
買
物
を
し
た
あ
と
の

荷
物
を
受
け
取
っ
て
、
利
用

者
の
方
の
自
宅
ま
で
持
っ
て

行
く
よ
う
な
活
動
を
始
め
た

と
こ
ろ
だ
。

　
所
信
表
明
で
、
子
ど

も
た
ち
が
希
望
を
持
て

る
魅
力
的
な
あ
さ
ぎ
り
町
を

創
造
す
る
た
め
強
い
決
意
で

取
り
組
む
と
言
わ
れ
た
が

希
望
を
持
て
る
町
と
は
。

　

自
分
の
町
が
誇
れ
る
、
誇

ら
れ
る
町
に
す
る
こ
と
だ
と

思
う
。南

稜
高
校
と
連
携
協
力

に
関
す
る
包
括
協
定
を

結
ん
で
い
る
が
、
内
容
に
つ

い
て
は
。

　

私
が
担
当
課
長
の
時
で

南
稜
高
校
が
Ｓ
Ｐ
Ｈ
（
ス
ー

パ
ー
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）
研
究
指
定
の
高

校
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め

の
事
業
推
進
・
町
の
特
産
品
開

発
・
地
域
の
人
材
育
成
の
た
め

の
連
携
と
い
う
こ
と
で
協
定
を

結
ば
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　

た
だ
３
年
間
と
い
う
こ
と

で
、
以
後
は
協
議
の
う
え
継

続
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。　

南
稜
高
校
生
に
よ

る
、
防
災
の
一
環
と
し

て
「
雨
庭
」
が
肥
後
銀
行
に

あ
り
、
新
し
い
庁
舎
に
も
設

置
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が

あ
っ
て
い
る
が
。

　

県
の
ほ
う
か
ら
も
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は

広
め
て
い
き
た
い
と
い
う
話

が
来
て
お
り
、
南
稜
高
校
と

相
談
し
な
が
ら
、
第
二
庁
舎

に
限
ら
ず
、
公
共
施
設
の
中

で
「
雨
庭
」
を
作
れ
る
と
こ

ろ
を
検
討
し
て
い
く
。

　
南
稜
高
校
は
、
あ
さ

ぎ
り
町
に
と
っ
て
宝
で

あ
る
。
南
稜
高
校
の
必
要
性

岩
い わ も と

本　恭
や す の り

典 議員

デマンド交通事業について

問生
活
福
祉
課
長

高
齢
福
祉
課
長

問問

問問

洪水災害の防止対策として肥後銀行免田支店
に設置された南稜高校生による【雨庭】

魅
力
的
な
あ
さ
ぎ
り
町
を

創
造
す
る
た
め
の
南
稜
高

校
と
の
連
携
に
つ
い
て

問

町

長

町

長

総
務
課
長

町

長
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方
改
革
に
伴
う
医
師
の
残
業

時
間
の
制
限
等
の
問
題
も
抱

え
て
い
る
。
感
染
症
等
の
流

行
が
あ
っ
た
場
合
は
医
療
現

場
の
疲
弊
に
つ
な
が
る
リ
ス

ク
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
事

も
考
慮
さ
れ
た
う
え
で
の
考

え
か
。

　

啓
発
活
動
に
よ
っ
て
そ
の

よ
う
な
課
題
は
無
く
す
よ

う
、
意
識
の
改
革
を
行
い

保
護
者
の
方
々
に
御
理
解
を

求
め
て
い
く
以
外
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

　
年
間
に
必
要
な
財
源

は
ど
れ
く
ら
い
を
想
定

さ
れ
て
い
る
か
。

　

約
１
億
円
程
度
か
な
と
考

え
て
い
る
。
財
源
確
保
に
つ

い
て
も
留
保
財
源
で
あ
っ
た

り
、
財
政
調
整
基
金
、
特
定

の
基
金
、
そ
れ
ら
を
組
み
合

わ
せ
て
い
き
た
い
。
た
だ

今
回
の
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て

も
、
一
斉
に
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
で

な
く
、
例
え
ば
２
分
の
１
の

補
助
か
ら
始
め
る
と
い
っ
た

段
階
的
な
や
り
方
で
、
少
し

で
も
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ

ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
策
は

い
つ
頃
か
ら
実
施
す
る

つ
も
り
か
。

　

令
和
４
年
度
の
決
算
が
７

月
に
は
確
定
す
る
と
思
う
の

で
、
そ
れ
ら
の
状
況
を
見
て

検
討
し
て
い
く
。

他
の
質
問

・
安
心
、
安
全
に
暮
ら
す
こ

　

と
が
で
き
る
町
づ
く
り
に

　
つ
い
て

・
地
域
の
産
業
が
元
気
に
な

　
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

・
未
来
に
つ
な
が
る
健
全
な

　
財
政
運
営
に
つ
い
て

た
い
。
ま
ず
は
政
策
の
発
生

源
は
何
か
、
ど
う
い
う
事
か

ら
の
発
案
な
の
か
。

　

子
育
て
世
代
の
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
と
い
う
点
に
お

い
て
、
非
常
に
大
変
な
状
況

を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る

こ
と
で
発
案
し
た
。
コ
ロ
ナ

対
策
、
物
価
高
騰
対
策
で
一

時
的
な
交
付
金
は
国
か
ら
来

て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
も

の
の
対
応
で
な
く
て
、
や
は

り
中
長
期
的
な
安
定
し
た
財

源
の
確
保
が
課
題
と
思
っ
て

い
る
。　

子
ど
も
医
療
費
の
助

成
事
業
も
、
償
還
払
い

か
ら
現
物
支
給
に
と
い
う
考

え
だ
が
、
過
去
あ
さ
ぎ
り
町

に
お
い
て
も
、
コ
ン
ビ
ニ
受

診
と
か
、
財
源
の
膨
ら
み
等

の
課
題
が
あ
り
、
償
還
払
い

に
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
患

者
側
と
し
て
は
非
常
に
便
利

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を

受
け
る
医
療
現
場
も
、
看
護

師
等
の
不
足
、
今
後
の
働
き

　
小
中
学
校
の
給
食
費

と
保
育
料
の
無
償
化

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
を

改
善
し
、
窓
口
負
担
を
な
く

す
と
あ
る
。
あ
さ
ぎ
り
町
議

会
基
本
条
例
に
、
「
町
長
が

議
会
に
計
画
、
政
策
、
事
業

等
を
提
案
す
る
と
き
は
、
政

策
等
の
決
定
過
程
を
説
明
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
基
づ
き
説
明
を
願
い

問

小
こ み た

見田　和
かずゆき

行 議員

所信表明はどういう事からの発案か

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
つ
い
て

問

問

オンライン授業風景

町

長

町

長
問町

長

町

長
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て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
夜
に
球
切
れ
を
見
か

け
る
事
が
あ
る
が
、
何

処
の
地
区
な
の
か
、
区
長
が

誰
か
わ
か
ら
ず
、
連
絡
で
き

な
い
事
が
あ
る
。
防
犯
灯
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
設
置
で
き
な

い
か
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
貼
り
つ
け
て

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
報
告
す
る

事
は
技
術
的
に
は
可
能
。
し
か

し
、
２
、
０
１
６
本
に
識
別
番

号
等
を
貼
与
し
、
併
せ
て
雨
等

へ
の
工
夫
、
町
の
報
告
受
理
体

制
等
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
文
化

庁
は
２
０
２
２
年
12
月

「
学
校
部
活
動
及
び
新
た
な

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方

等
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
公
表
し
た
。

今
後
、
保
護
者
へ
の
負
担
増

加
や
外
部
指
導
者
研
修
経
費

等
の
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。

こ
れ
か
ら
協
議
を
進
め
て
い

く
事
に
併
せ
て
、
現
状
へ
の

支
援
も
必
要
だ
と
思
う
が
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
学

校
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
き
た
。
体
力
・
技
能
の

向
上
を
図
る
目
的
以
外
に

も
、
生
徒
と
教
師
と
の
人
間

関
係
・
人
間
形
成
の
上
で

必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
思

う
。
し
か
し
、
少
子
化
が
進

展
す
る
中
、
従
前
の
体
制
で

運
営
す
る
事
が
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
中
学
校
の
部
活
の
現

状
は
。

　

運
動
部
13
、
文
化
部
２
の

15
部
で
４
６
２
名
中
約
83
％

の
３
８
２
名
が
部
活
動
に
加

入
し
て
い
る
。

　
部
活
動
へ
の
町
か
ら

の
補
助
金
等
は
。

　

各
種
大
会
出
場
費
補
助

金
、
部
活
動
運
営
補
助

金
、
県
中
体
連
出
場
選
手

派
遣
費
負
担
金
の
合
計
で

３
１
７
万
３
，
０
０
０
円
。

　
５
月
末
に
新
聞
で
も

休
日
の
部
活
動
の
在
り

方
に
つ
い
て
連
日
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
。
土
日
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
は
、
有
資
格

の
外
部
指
導
員
確
保
等
、
今

後
様
々
な
場
面
で
の
支
援
の

予
算
化
も
行
う
べ
き
。
原
資

と
し
て
ふ
る
さ
と
寄
付
金
は

使
え
な
い
か
。

　

「
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
子
ど
も
が
明
る
い
未
来

へ
は
ば
た
く
ま
ち
づ
く
り
」

の
項
目
で
活
用
で
き
る
か

と
。
各
担
当
課
が
予
算
化
し

て
か
ら
と
な
る
が
研
修
費
用

と
か
の
負
担
は
可
能
。
基
金

充
当
に
つ
い
て
は
財
政
課
に
確

認
し
な
が
ら
今
後
検
討
す
る
。

　

部
活
動
を
存
続
し
て
い
く

た
め
に
は
、
指
導
者
は
非
常

に
重
要
な
立
場
、
教
育
委
員

会
を
中
心
に
現
在
指
導
さ
れ

て
い
る
方
々
の
意
見
も
聴
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
町
の
防
犯
灯
の
数
は
。

　

上
地
区
６
３
３
、
免
田

地
区
４
８
４
、
岡
原
地

区
３
１
４
、
須
惠
地
区

２
９
９
、
深
田
地
区
２
８
６

の
合
計
２
，
０
１
６
ヶ
所
。

　
球
切
れ
の
時
の
連
絡

方
法
は
。

　
町
民
か
ら
直
接
か
、
区
長
へ

連
絡
後
に
防
犯
灯
台
帳
を
確
認

し
て
総
務
課
か
支
所
へ
連
絡
し

加
か が や ま

賀山　瑞
み つ こ

津子 議員

学校部活動地域移行の
現状と課題は

問

問問

問 防
犯
灯
の
管
理
に
身
近
な

Ｄ
Ｘ
の
活
用
を

問

町

長

町

長

教
育
課
長

教
育
課
長

企
画
政
策
課
長

総
務
課
長

問総
務
課
長

問デ
ジ
タ
ル
政
策
審
議
監

マイナンバーカード申請にもＤＸ
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組
合
の
活
用
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
現
状
と
し
て
条
件
が

不
利
な
農
地
の
耕
作
放
棄
地
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
地
域

個
人
に
お
け
る
法
人
化
の
支

援
も
必
要
と
思
う
。
現
在
の

高
騰
対
策
に
つ
い
て
も
、
国
・

県
の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
担
い
手
の
一
つ
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
集

落
営
農
組
織
の
現
状
に
つ
い

て
、
２
組
織
が
解
散
さ
れ
、
そ

の
後
の
状
況
と
今
後
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
。

　

２
組
織
が
解
散
し
、
残
っ

た
の
が
23
組
織
と
い
う
状

況
。
集
落
営
農
組
織
は
当
初

は
法
人
化
を
目
標
と
し
て

設
立
さ
れ
て
き
た
。
十
数

年
経
っ
た
今
、
メ
リ
ッ
ト
等

も
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状

況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
各

集
落
営
農
組
織
に
対
し
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
他
に
集
落
営
農
組

織
代
表
者
に
よ
る
意
見
交
換

会
も
や
っ
て
い
る
。
た
だ
打

開
で
き
る
よ
う
な
改
善
策
と

い
う
の
が
、
見
い
だ
せ
て
な

い
よ
う
な
状
況
。
今
後
も
引

き
続
き
、
な
る
べ
く
早
く
解

決
で
き
る
よ
う
な
形
で
検
討

し
て
い
く
。

　

所
信
表
明
の
中
で

こ
れ
ま
で
の
良
い
も
の

は
継
承
し
て
変
え
る
べ
き
は

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
は
、
担
い
手
不

足
、
高
齢
化
、
資
材
等
の
高

騰
に
よ
り
将
来
の
経
営
に
不

安
を
感
じ
る
人
も
少
な
く
な

い
。
所
信
表
明
で
様
々
な
施

策
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
具

体
的
な
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ

な
い
。
今
後
い
ろ
い
ろ
な
課

題
に
向
け
、
ど
の
様
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

　

農
業
に
お
い
て
は
、
肥
料

飼
料
、
資
材
な
ど
の
高
騰
に

よ
っ
て
、
非
常
に
経
営
が
圧
迫

さ
れ
て
い
る
状
況
。
町
と
し

て
も
安
定
し
た
農
業
所
得
の

確
保
の
た
め
に
、
様
々
な
支

援
を
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
担
い
手
労
働
力
不
足

対
策
と
し
て
、
農
業
用
施
設

機
械
整
備
事
業
補
助
金
、
農
業

後
継
者
育
成
支
援
金
、
畜
産
振

興
事
業
補
助
金
に
お
け
る
畜

産
ヘ
ル
パ
ー
事
業
、
そ
し
て

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充

あ
さ
ぎ
り
地
域
づ
く
り
協
同

問
豊
と よ な が

永　喜
き い ち

一 議員

地域の産業が元気になる
まちづくりについて

問

町

長

問 事
業
の
継
承
、改
善
に

つ
い
て

農
林
振
興
課
長

改
善
し
て
い
く
と
あ
る
が

前
町
長
の
４
年
間
で
、
い
ろ

ん
な
事
業
を
計
画
、
実
施
さ

れ
て
き
た
が
、
ど
の
よ
う
に

検
証
し
、
継
承
、
改
善
し
て

い
く
の
か
。

　

前
町
長
も
す
ば
ら
し
い
企

画
を
し
て
進
め
ら
れ
て
お

り
、
例
え
ば
Ｓ
Ｗ
Ｃ
、
そ
し

て
あ
さ
ぎ
り
商
社
、
脱
炭

素
、
デ
ジ
タ
ル
、
テ
レ
ワ
ー

ク
拠
点
、
光
基
盤
、
駅
前
と

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
ま
だ

こ
れ
か
ら
始
ま
る
と
い
う
の

が
殆
ど
。
Ｓ
Ｗ
Ｃ
に
つ
い
て

は
、
健
幸
づ
く
り
教
室
は
非

常
に
町
民
か
ら
も
評
判
が
良

く
て
、
今
の
段
階
で
は
全
部

継
続
と
い
う
形
で
削
っ
て
い

る
予
算
は
全
く
な
い
状
況
。

一
度
や
っ
て
み
て
検
証
す
る
時

間
が
必
要
。
一
応
、
継
続
し
て

み
て
改
善
す
べ
き
点
が
あ
れ

ば
、
改
善
し
て
い
き
た
い
。

町

長
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委
員
長　
永
井　
英
治

〇
５
月
25
日
（
木
）

●
建
設
課

①
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
岡
留
公
園
の
遊
具
撤
去
に
係
る

工
事
請
負
費
が
あ
る
が
、
撤
去
の

必
要
性
と
撤
去
し
た
後
の
新
し
い
遊
具

設
置
の
考
え
は
。

　
設
置
後
数
十
年
が
経
過
し
遊
具

の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
、
４
月

よ
り
使
用
禁
止
に
し
て
い
る
。
今
後
の

遊
具
設
置
に
つ
い
て
は
、
岡
留
幸
福
駅

周
辺
整
備
と
併
せ
て
考
え
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
が
、
そ
の
時
期
が
未
定
な
の

で
、
遊
具
は
個
別
な
案
件
と
し
て
考
え

て
い
く
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。

●
上
下
水
道
課

①
自
然
災
害
に
係
る
あ
さ
ぎ
り
町
水
道

　
料
金
及
び
下
水
道
使
用
料
の
減
免
に

　
関
す
る
要
綱
案
に
つ
い
て

　
昨
年
の
台
風
災
害
後
の
被
害
調

査
の
現
状
は
ど
う
だ
っ
た
の
か

ま
た
、
要
綱
案
と
前
回
の
減
免
の
件
の

妥
当
性
は
ど
う
か
。

　
断
水
の
個
別
の
調
査
に
は
職
員

の
労
力
に
も
限
界
が
あ
る
。
前
回

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
要
綱
の
作
成
な

の
で
、
本
日
の
委
員
か
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
た
上
で
、
さ
ら
に
内
容
を
詰
め
て

い
き
、
今
後
と
も
早
急
に
常
任
委
員
会

に
も
内
容
を
提
示
し
た
い
。

●
企
画
政
策
課

①
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
町
政
施
行
20
周
年
記
念
式
典
事

業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
が

町
民
の
方
々
に
周
知
が
で
き
る
よ
う

に
、
予
算
の
許
す
範
囲
で
、
何
ら
か
の

記
念
品
的
な
も
の
を
配
布
す
る
よ
う
な

事
も
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
本
部
会
議
の
中
で
は
こ
れ
以
上

の
事
は
考
え
て
い
な
い
。
町
内
の

他
の
イ
ベ
ン
ト
に
冠
を
付
け
て
（
町
政
施

行
20
周
年
記
念
○
○
等
）
町
民
の
方
々
に

も
周
知
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
こ
の
他
に
も
、
総
務
課
・
農
林
振
興

課
・
商
工
観
光
課
・
財
政
課
よ
り
、
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
説
明

が
あ
り
審
議
を
し
た
。

委
員
長　
豊
永　
喜
一

〇
５
月
25
日
（
木
）

●
生
活
福
祉
課

①
物
価
高
騰
に
伴
う
低
所
得
世
帯
支
援

　
事
業　

家
計
急
変
世
帯
の
定
義
と
は
。

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
収
入
の
う
ち
、
任
意
の
1
ヶ
月

の
収
入
を
12
倍
し
た
金
額
が
、
住
民
税

の
均
等
割
非
課
税
の
基
準
と
同
等
と
な

る
世
帯
。

②
母
子
保
健
・
児
童
福
祉
一
体
的
相
談

　
支
援
機
関
整
備
（
運
営
）
事
業
（
こ

　
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
）

　
子
育
て
す
る
保
護
者
に
と
っ
て

ど
う
い
う
変
化
が
あ
る
の
か
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
そ
の
後
、
こ

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
昨
年
設
置

し
、
連
携
し
た
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を

ど
う
い
う
ふ
う
な
組
織
形
態
に
す
る
の

か
関
係
課
と
協
議
中
で
今
年
度
中
に
は

し
っ
か
り
示
し
た
い
。

●
町
民
課

①
ゴ
ミ
袋
物
価
高
騰
分
経
費
助
成
事
業

　
枚
数
の
根
拠
は
。

　
１
年
間
に
消
費
す
る
量
。

●
教
育
課

①
文
化
財
保
護
事
業

　
才
園
古
墳
石
材
環
境
調
査

　
専
門
家
の
調
査
と
い
う
こ
と
だ
が

奈
良
の
方
じ
ゃ
な
い
と
出
来
な
い

の
か
。　

県
の
紹
介
で
石
室
等
の
調
査
に
慣

れ
た
方
に
お
願
い
す
る
。

●
健
康
推
進
課

①
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

昨
年
保
険
適
用
と
な
っ
た
が

女
性
の
年
齢
は
補
助
対
象
は
43
歳

未
満
の
ま
ま
か
。

　
年
齢
制
限
は
変
更
し
て
い
な
い

の
で
従
来
ど
お
り
。

総
務
建
設
経
済
常
任
委
員
会

問答

答答 問

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

問答

問答

問答

問答問答

問

町指定のごみ袋
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〇
６
月
８
日
（
木
）　
第
２
回
臨
時
会

　

統
一
地
方
選
挙
に
よ
り
不
在
で
あ
っ
た
議

長
に
、
指
名
推
薦
で
あ
さ
ぎ
り
町
の
難
波
文

美
議
員
、
副
議
長
に
湯
前
町
の
遠
坂
道
太
議

員
が
選
出
さ
れ
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
は
、
委
員
長

に
多
良
木
町
の
林
田
俊
策
議
員
、
委
員
に
は

多
良
木
町
の
魚
住
憲
一
議
員
、
湯
前
町
の
倉

本
豊
議
員
、
水
上
村
の
荒
嶽
晋
議
員
が
選
任

さ
れ
た
。
ま
た
議
会
選
出
監
査
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
小
谷
節
雄
議

員
が
選
任
さ
れ
た
。

〇
5
月
30
日
（
火
）　
第
１
回
臨
時
会

　

多
良
木
町
議
会
議
員
改
選
に
伴
い
議
長
不

在
の
た
め
議
長
の
選
挙
が
あ
り
、
水
上
村
の

米
本
宗
徳
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
は
多
良
木
町
の

豊
永
好
人
議
員
が
選
任
さ
れ
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
、
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、
共
同

運
用
に
よ
る
人
吉
下
球
磨
消
防
か
ら
の
増
額

分
９
，
７
５
４
万
円
を
負
担
金
と
し
て
受
け

入
れ
、
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
高
機

能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
整
備
関
連
業
務
委

託
・
実
施
設
計
分
・
工
事
請
負
費
の
増
額
分

1
億
２
，
３
７
３
万
円
を
消
防
施
設
費
と
し

て
支
出
す
る
も
の
で
原
案
通
り
可
決
し
た
。

〇
３
月
27
日
（
月
）　
第
１
回
定
例
会

　

個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の
制
定
、
議

会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制

定
の
２
件
と
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

（
22
億
２
，
８
４
７
万
円
）
一
般
会
計
経
費
の

負
担
額
（
総
額
13
億
１
，
８
９
９
万
５
千
円
・

あ
さ
ぎ
り
町
負
担
額
１
億
９
，
１
２
９
万
５
千
円
）

に
つ
い
て
、
執
行
部
の
補
足
説
明
を
受
け
た
後

に
質
疑
、
採
決
を
行
い
原
案
通
り
可
決
し
た
。

〇
５
月
30
日
（
火
）　
第
２
回
臨
時
会

　
統
一
地
方
選
挙
に
よ
り
不
在
で
あ
っ
た
議
長

に
指
名
推
薦
で
五
木
村
の
西
村
久
徳
議
員
、
副

議
長
に
人
吉
市
田
中
哲
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
議
会
選
出
監
査
委
員
に
は
、
多
良
木
町

の
坂
口
幸
法
議
員
が
選
任
さ
れ
た
。

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
議
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

公立多良木病院企業団
髙森　啓史 企業長

広
域
行
政
組
合
議
員

　
加
賀
山
　
瑞
津
子

　
小
出
　
高
明

　
山
口
　
和
幸

　
皆
越
　
て
る
子

企
業
団
議
員

　
小
谷
　
節
雄

　
難
波
　
文
美

　
豊
永
　
喜
一

　
小
見
田
　
和
行

　
溝
口
　
峰
男

消
防
組
合
議
員

　
岩
本
　
恭
典

　
橋
本
　
誠

　
永
井
　
英
治
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　５月 11 日（木）鹿児島志布志市議会議場を視察し、現在建設中の第二庁舎の通信設備（議
場）について、見識を深めた。議会通信設備導入の変遷、運用経費の説明を受け、町に導
入予定の通信設備と同様の志布志議会において現状を確認した。今回の研修で学んだこと
を今後、執行部と議論しながら、有効な通信設備となるよう進めていきたい。

議会活性化調査特別委員会　委員長　　橋本　　誠

志布志市議会議場研修

議員控室にて説明を受けている様子 本会議場にて説明を受ける様子

大正大学　社会共生学部　教授　江藤　俊昭氏
　2023 年統一地方選挙では、投票率の低下、なり手不足の地域が増加した。コロナ禍に翻弄
され「通常の生活」がおくれない住民に寄り添い、適切な対応を政治が行ったかどうかが問わ
れた。今後、政治の劣化の問題点を克服し地域民主主義を再生させる新たな動きが大切である。

5 月 23 日　　東京国際フォーラム　ホール A　　副議長　溝口　峰男

令和5年度町村議会議長・副議長研修

町村議会の課題と今後の展望について（政治の劣化とその脱却の方途を考えよう！）

NPO法人　ブロードバンドスクール協会　理事　若宮　正子氏
　なぜ、日本のデジタル化は遅れてしまったのか。①上に立つ人が高齢でデジタル化に積極的
でない？②黒白をはっきりさせたがらない国民性？③ IT は選挙の「票」にならない？④すべて
の国民に当事者意識が薄い？
　先進国から学び、AI に仕事を手伝ってもらい、AI の活用で若者と高齢者がもっと繋がれる
仕組みを作ること。そして、高齢者のデジタル教育に「家族の協力」を！！

町村こそデジタル化を（海外ではすでに始まっている未来）

朝日新聞社　コンテンツ編成本部　次長　三島　あずさ氏
　日本の男女格差（ジェンダーギャップ）ランキングは、153 カ国中 121 位。ジェンダー平
等や多様性に対する社会の関心は、着実に高まっているが、ジェンダー不平等で多様性に欠け
る組織や地域は、生き残りが困難になっている。
　女性の政治参画を阻む要因は有権者や支援者、議員等からのハラスメントが 57.6％を占めて
いる。議員をめざす人を増やすには、政治に参加しやすい環境づくりが欠かせない。

地方議会とハラスメント（女性議員の約 6 割がハラスメント行為を受けたことがある）



研修報告
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ツムラ漢方記念館で説明を受けた

金子代議士と意見交換会を行った
（議員会館 金子事務所）

　７月 10 日（月）、議員研修会が東京都千代田区永田町の衆議院第二議員会館 5 階会議
室にて実施された。
　あさぎり町からは、北口町長、中野デジタル政策審議監、町議会議員が出席し、金子代
議士出席のもと、内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局 地方創生推進事務
局 白水参事官より「デジタル田園都市国家構想総合戦略」および「デジタル田園都市国
家構想交付金」について概要の説明があり、その後、総務省 地域自立応援課 川島課長よ
り「地域力の創造に係る施策」についての説明があった。
　質疑応答では、議員から、デジタル田園健康特区の内容、コンビニで発行できる証明書
等を広域で行う事への支援、特定地域づくり事業協同組合の財政支援、スマート農業の高
額な初期投資に対する支援、家族と赴任した地域おこし協力隊への生活支援、等について
の質問があり、国としての考え方が示された。

あさぎり町議会議員研修

　７月 11 日（火）、茨城県稲敷郡阿見町の株式会社ツムラ茨城工場および工場内のツム
ラ漢方記念館を視察し、記念館では、中 慎一担当課長からツムラの歴史、あさぎり町に
おけるミシマサイコの今後の作付動向について説明があり、記念館内案内の後工場に移
動し、漢方原料の保管場所および漢方薬の製造工程を見学した。

研修の様子

岩本　恭典 議員

研修　１日目

研修　２日目
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ふるさと関西会
　5 月 28 日、第 11 回「あさぎり町関西会の集い」が出席者 72 名のもと 3 年ぶりに大阪ホテ
ルキャッスルで開催されました。第 1 部の総会では、宮原幹事進行のもと、開会の挨拶を三本松
会長が行い、来賓紹介、来賓挨拶と続き、議事はすべて承認されました。その他で、ふるさと納
税について企画政策課の上渕主幹が説明を行った後、最後に「記念写真撮影」をしました。
　第 2 部は、村中幹事進行により、「就学児童・生徒支援募金」の趣旨説明を三本松会長が行い
ビンゴゲーム、カラオケと懇親会が行われ、さらに募金活動もあり、町長に募金を手渡しされて
いました。また、あさぎり町産の物産販売も行われ、15 品目 179 袋が用意してあり地元産の味を
楽しもうと買い求めておられる光景が見られました。この他にくま川鉄道への支援金も考えてお
られるようです。
　ふるさと会に感謝し、「ふるさと会」がいつまでも続くことを願い会場をあとにしました。

皆越　てる子 議員

三本松会長の挨拶 物産販売の様子

中部ふるさと会
　４月 23 日、第 16 回「あさぎり町中部ふるさと会の集い」がコロナ禍による長い空白を経て
名古屋市において開催され、本町議会からも正副議長と共に出席を致しました。
　本年度は８名の新入会員もあり、70 名余りの出席者の４年ぶりの再会を喜び合う姿で溢れて
いましたが、総会の後には、「郷土の古写真について」と題した杉下潤二顧問による昔のふるさ
と（旧中球磨５か町村）の姿の紹介や、懇親会の中ではお約束の「故郷」の合唱などもあり、遠
く離れたあさぎり町に想いを馳せる皆さんの想いが詰まった集いとなりました。
　また、くまがわ鉄道や肥薩線の復旧状況をはじめ、最近多発している本町の災害について心配
も多数いただき、それらの声にお応えするためにも議会人としての認識を改めて再確認させて頂
いたところです。
　河野会長をはじめ役員の皆様方のご苦労は尽きないものと思いますが、「中部ふるさと会」の
更なる発展をご祈念申し上げます。

小谷　節雄 議員

森岡議長の挨拶 集合写真
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町内の方々に寄稿していただきました

　黒田老人クラブの正式名は、「黒田寿光会」と
言います。「寿ぐ光」私の大好きな名称です。会
員に誘うと必ず「老人という言葉がネェ」と言わ
れます。気にしないので不思議な気持ちです。現
在会員数は120名ですが活動できる方は40名～50

名位で多くの方々と活動しています。会員相互の親睦と友愛を深めようと、さまざ
まな楽しみを目的とした行事、計画がなされています。毎月15日は清掃例会があり
岡留神社境内の掃除草取り、毎月20日サロン、毎週金曜日百歳体操、グラウンドゴ
ルフ練習毎週２回、大会を年に４回いずれも岡留グラウンドゴルフ場で行っていま
す。そして、四季折々に花や球根植込み、除草作業草刈り等の花壇管理作業が年に
７回程あります。一連の行事毎が一段落すると皆が心待ちにしている日帰りの慰労
会兼ねて温泉旅行があり、年に１回１泊旅行があり、他にもお楽しみ会があり、旅
行では必ずカラオケを楽しんでいます。皆が一丸と
なって取り組んでいるのでとても絆が深く、和やか
で笑いの絶えない明るい雰囲気です。新しく加入し
て下さる方大募集しています。一緒に笑い楽しみま
せんか。最高齢92歳で学ぶ事が多くお元気です。
パワーを頂いています。寿光会末永く……

地域活動も和やかな「寿光会」

★お願い★ 「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。
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■表紙の写真について
ホオズキ市と
　　岡留神社お田植え祭

（あさぎりこども園児）

　このコーナーは町民の皆さまから議会に対す
る事や町への要望を寄稿していただき、作成し
ています。議員が依頼に伺った際は、ご協力を
お願いいたします。

免田地区（黒田） 黒木　清乃さん
くろき きよの

輪投げの様子


